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気道上皮細胞の サイ トカイン産生 に対するデイ ー ゼル

排気微粒子（DEP）の 影響
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［目的］近年 、 デ
ィ

ー ゼル排気微粒子（DEP）が肺癌 、 気管支喘息 、 肺線維症等 の呼吸器

疾患の 原 因となる こ とが報 告 されて い る 。 DEPによ る 呼吸器系 へ の影響を明 らか に

する 目的で 、 ヒ ト気道 上皮 細胞株を用 い 、 実際にDEP を曝露 して 、 サイ トカイ ン産

生および気道傷害性を検討 した。

［方法］SV4 ◎に よ っ て 形質変換 した ヒ ト正 常気管支上皮細胞株 BET−1Aを 用 い た 。 デ

ィ
ー ゼル 暴露装置と して排気量2300ccの デ

ィ
ー ゼル車エ ンジンを使用 し 、　soo／o の負

荷を加え 、 1050 回転の条件下で 運転 した 。 この排ガス を新鮮清浄空気で 10倍 に希

釈 し、 インキ ュ ベ ー ター 内に導入 し培養細胞 に直接曝露 した 。 また 、 グラス フ ァ イ

バ ー フ ィ ル タ ー を用 いて 粒子成分 を吸着 しガ ス体 の み の 影響 も検 討 した 。 細胞傷害

性につ いて 、 ［
3H

］
−thymidine 取 り込み に よ る DNA 合成 、　 ELISA法 に よ るIL−6 、

IL−8 、
　 iL−10 、

　TGF 一β1の 測定 、
　RT−PCR法 に よ る mRNA の発 現の 検 討を行 っ た 。

オキシ ダ ン トの 関与 を検討するた め に、 N−acethylcystein （NAC ）、　PDTC の 効果

も検討 した 。

［結果］DEP曝露細胞群に おい て DNA 合成 の有意な低下を認 めた 。　 ELISA法で はIL−6

1L−8の 産生増加 を認 め た 。
　 RT −PCR法で は 時間依存 性 に IL−6 、　 IL−8 、　TGF 一β

1mRNA 発現量の増加を認めた 。 また、 フ ィ ル ター にて ガス 体の み とする と 、 これ

らの 炎症性サイ トカイ ンの 発現 は認 め られなか っ た 。

［結論］DEPに よ り気道 炎症 に関与するサイ トカイ ンが誘発された 。 また 、 その 効果

は粒子（DEP）によるもの と考 え られた 。
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